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コーディネーター役として 
★コミュニティ計画推進市民会議会員 

★地域に住んでいるＮＰＯで活動して    

    いる人 

★地域で活動する他の団体の人 

  （青少協とか体育会とか･･･） 
 

コーディネイター役の人を探す、見つ

ける、育てるために交流する場や勉強

会を開催してはどうやろう 
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    高知市では、平成15年4月に「市民と行政のパート

ナーシップのまちづくり条例」を制定し、市民との

パートナーシップによるまちづくりを進めています。 

 この条例では、条例に基づく諸制度が、適正かつ円

滑に機能しているかを見守るために、見守り委員会の

設置が義務づけられています。 

 今回このまちづくり条例見守り委員会では、「高齢

の方の意見はどうやって聞いたらいいのだろう

か」ということに焦点を当てて、高知市の「広報・広

聴制度」について検討を行いました。委員会で話し

合った内容をもとに、このリーフレットを作成しまし

たので、今後の広報・広聴制度の参考にしていただき

たいと考えています。  

 

解決案 
    条例見守り 委員会が 提案す る  

   高齢の 方が参加し やすい 広報・ 広聴の八策 

                  は以下の と お り で あ る  

一． 見や す い 広報紙を 追求す べ し  
     人の 集ま る 場所も 活用し て みん か よ  

     高齢の 方に はチ ラ シ や広報の 字の 大き さ も 重要 

二． 参加型の シ ン ポ ジウ ム・ 講演会を 開催す べ し  
     聴衆か ら 広く 意見を 求め る こ と も 重要ぜ よ  

三． 説明会は小さ な単位を 基本と す べ し  
     ま ち づ く り ト ー ク も 行政区よ り 小( 中) 学校区単位で

四． 参加し や す い ワ ー ク シ ョ ッ プ に す べ し  
     高齢の 方は 素案や た た き 台が あ っ た 方が 話し や す い き に  

五． 審議会等の 年齢制限の 上限を 見直す べ し  
   高知市成人の 約２ 割が７ ０ 歳以上ぜよ  

六． パブ リ ッ ク コ メ ン ト ・ 電子会議室も や り ゆ う か よ ? 
   高知市も 広う なっ た し 、 こ れか ら の 高齢者は 
   イ ン タ ー ネ ッ ト も 使う ぜ よ  

 七． 市民ア ン ケ ー ト も 大切ぜ よ  
   身近な手段・ ア ナ ロ グ も 必要ぜ よ  

      

 ●高齢の方には誰かが気長に聞きながら「言葉を 

拾う」ことが大切じゃないかな。地域の先輩方に色

んな意見を聞こうとしたら、じっくり腰据えて話し

しないと。  
●合意形成という意味でも町内会ぐらいの単位での

話し合いの積み重ねを大切にしたいね。 

 ●地域での集まりが難しかったら、職場とか集ま    

 りやすい場所で話し合うことってできないかな。 

●自分の生活に身近なことだと話しやすいよね。 

突然大きな話を言われてもピンとこないね。 

●モニター制度のような、積極的に参加できる方法  

  を考えるべきじゃないかな。 

条例知っちゅう? 
～高知市の広報・広聴を今一度洗濯いたし申し候～ 

 

 

         高齢の方って･･･こんな人? 
  ★自分らあの時はこうやった、という比較ができ     

     る。 

★戦中派といわれるような人が町内会のリーダー 

   格に多い。自己主張もするが一旦約束して引き受

けていただくと非常に熱心にやって 

    くれる。 

       ★まちづくりの秘訣はそういう人たちに 

          理解してもらって一緒にやってもらう 

            と非常に心強い。  

   ●チラシや広報の字のドットをあげることが必要        

   だよね。 

 ●ＴＶ局が無料で広報してくれる枠を取ってく 

  れる仕組みがあればいいね。 

●広聴のためには知らせるのが大前提。広報が丁寧に

されて初めて多くの市民が興味と関心を持つんじゃな

いかな。 

●説明会などのお知らせの手紙の行き先って大切だよ

ね。そこだけで止まってしまう可能性があるもの。 

●70歳以上の人を委員会の委員に選任しないという 

のは今の時代に合ってないと思う 。 

●「合意形成に至るまでの議論その他の過程を尊重 

してまちづくりを進める」これが大切! 

●今まで「協働」という言葉だけで「話し合いまし 

ょう」をすっとばしてきたんじゃないかな。 

●インターネットは一方通行だったり、パブリック  

コメントは十分な合意形成がなかったりするね。で

も、市民が市政に関心を持つ手段としては有効かな。 

●ワークショップでは意見が出しやすい。一方で参 

     加者が集まらないのがネックだよね。 
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